
救急科 

a. 体制  

救急外来エリアには重症患者の集学的な治療が行える初期治療室の他、救急処置ブースが 12床

あります。時間内は救急科専従の医師（日本救急医学会指導医）が対応し、1次救急から 3次救急

まですべての救急患者の初期診療に当たります。時間外（夜間や休日など）は内科系医師 3名、外

科系医師 2名、研修医 3名の計 8名が日当直体制で救急診療を行っております。時間外でも専門的

な検査、治療が必要となる症例に備えて、すべての科がバックアップ待機体制を敷いています。中

でも循環器センターと脳神経センターは重症患者を速やかに受け入れられるように専門医が院内に

常駐しております。2021年度の救急外来受診患者数は約 24,000名でそのうち救急車で搬送された

方は約 8,352名です。 

 

●専従スタッフ 

・主任部長：平川昭彦 

・初期診療センター長：佐藤正人 

・医員：王 徳雄 

・非常勤：木内俊一郎 

・京都大学初期診療・救急科医師 

 

b. 診療実績 

 

 

 



c. 学会・講演・著作その他の研究活動 

 

【研究】 

・「災害時救急医療福祉情報及び運用システム」の構築 

・病院前救急医療における診療看護師（NP）の活動体制の構築に関する研究 

 

【学会発表】 

１ 王徳雄、鈴木聡史、永井淳、渡辺昇永、多久和輝尚、福田章浩、大迫隆敏 

神経繊維種症 I型による血管脆弱性により気胸による大量血胸と椎骨動脈仮性瘤を併発し 

IVRにて治療した一例 

第 48回日本救急医学会総会(2021) 

２ 永井淳、王徳雄、渡辺昇永、白山玲奈、鈴木聡史 

急性肝障害に呼吸不全を合併しコントラスト心エコーにより診断し得た肝肺症候群の一例 

第 48回日本救急医学会総会(2021) 

３ 鈴木聡史、渡辺昇永、永井淳、王徳雄、白山玲奈 

放射線科 IVR専門医と総合内科専門医をもつトリプルボード救急医の働き方 

第 48回日本救急医学会総会(2021) 

４ 渡辺昇永、鈴木聡史、永井淳、王徳雄 

顔面ガス壊疽の治療経過中に敗血症性脳症となった一例 

第 48回日本救急医学会総会(2021) 

５ 米澤優、王徳雄、鈴木聡史、永井淳、渡辺昇永、増茂功次 

血液培養と創部培養により Campylobactor fetusによる筋膜炎の診断となった一例 

第 48回日本救急医学会総会(2021) 

６ 酒井博崇、廣末美幸、松田奈々、堀田智、田元成仁、平川昭彦、岩田充永 

救急現場で医師と協働する Physician Assistant 藤田医科大学病院高度救命救急センターに 

おける FNP 

第 48回日本救急医学会総会(2021) 

７ 平川昭彦、丹羽若菜、田島康介、市野学、深見直彦 

小児外傷性腎損傷 III型の治療と残存機能評価 

第 12回日本 Acute Care Surgery学会(2021) 

８ 大平志帆、神崎愛実、安田顕、中野裕子、平川昭彦 

誤飲による胃内異物（ディナーフォーク）の一例 

第 24回日本臨床救急医学会(2021) 

９ 松田奈々、大平志帆、神崎愛実、早川和恵、田島康介、平川昭彦 

仮性動脈瘤を合併したエイ刺傷の一例 



第 24回日本臨床救急医学会(2021) 

１０ 松田奈々、廣末美幸、酒井博崇、堀田智、田元成仁、三山有正、平川昭彦、岩田充永、田島康介 

診療看護師の進むべき道 藤田医科大学病院救命救急センターにおける FNPの役割 

第 24回日本臨床救急医学会（シンポジウム）(2021) 

 

【座長】 

１ 平川昭彦（2021）：第 24回日本臨床救急医学会総会 

２ 平川昭彦（2021）：第 49回日本救急医学会総会 

３ 平川昭彦（2022）：第 58回日本腹部救急医学会総会 

 

【論文】 

１ 田元成仁、田島康介、吉田昌弘、廣末美幸、平川昭彦、植西憲逹、岩田充永(2021） 

当センターにおける大腿骨近位部骨折術後患者の下肢深部静脈血栓症に関する検討. 

救急医学 45：355-360 

２ 平川昭彦、東口貴彦(2021) 

小児の重症外傷. 

小児外科 53：1132-1134 

３ 廣瀬正幸、平川昭彦、丹羽若菜、東口貴彦、田島康介、加藤貴大、山田成樹（2021） 

若年者の一般医薬品による急性薬物中毒の現状. 

YAKUGAKU ZASSHI 141：1389-1392  

４ 平川昭彦(2022) 

（私はこう治療をしている）：挫滅症候群. 

今日の治療指針 医学書院：75 

５ 平川昭彦(2022) 

（私はこう治療をしている）：胸腔穿刺、胸腔ドレナージ法. 

今日の治療指針 医学書院：104-5 

 

 


